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論 文 内 容 の 要 旨
1.こ の論 文 は,わ が現行 憲法 に 澄い て も採 用 され てい る議院 内閣 制 につ い て,政 治 的 ・社会 的
側面 及 び歴 史 的側 面 か ら,横 と縦 に立 体 的 に考察 す る とい う意 識 と方 法 に もとづ き,イ ギ リス の制
度 を中 心 と して各 国 の制度 を比較 す る とと もに,わ が 憲法 上 の解 釈 と運 用 に も論及 し,制 度 を一 般
的,総 合 的 に明 らかに す る ことを 企図 した もので あ る。
2.論 文 は,第1部 「議 院 内閣 制 の基 本問題 」,第2部 「イギ リスの議院 内 閣制 」,第3部 「わ
が国 の議 院 内 閣制 」の3部 か ら成 る。
第1部 では,議 院 内閣制 の意 義 及 び特 質 に つい て論 じ,こ れ を議 会 と政府 との相対 的分 立 の も と
に おけ る両者 の連 帯的 共働 関 係 に あり とな し,さ らに,こ の関係 にお け る主 導 力の所在 に したが つ
て,議 会 優越 型,均 衡 調 整型 及 び政府 優 越 型 の三 類 型 を分 つ て い る。
第2部 で は,イ ギ リスの議 院 内閣 制 の本質 に関す る学 説を議 会 政治 論,均 衡政 治論及 び内閣政 治
論 の三 種 に 分つ て検 討を 加 え,イ ギ リスの制 度は,政 府優 越 型の 内 閣政 治 制 の実 質を 有す る 旨を強
調 して い る。
第3部 で は ・わが議 院 内閣 制 につ い ての学 説 を検 討 した の ち,わ が現 行 制度 は イギ リス流 の内 閣
政治 制 に属 す る と断定 し,さ らに,内 閣制 度に関 す る憲 法 の規 定 を概 説 し,最 後 に解 散 に関 す る憲
法 の規 定 の解 釈及 び運 用 につ いて,か なり 詳 し く論 じて い る。
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議 院内閣 制 につ いては,す で に 内外 に多 くの研 究が公 表 され て いるが,こ の制度 は,諸 種の きわ
め て複雑 な問題 を含 んで 診 り,そ こには,理 論 的 に も,実 際 的に も,な お検 討 を加 え る余地 の ある
一般 的問 題 及 び特 殊 的問題 が残 され て いる 。提 出者が ,上 述 の問 題 意識 と方 法 とに もとづ き,こ の
制度 に 再検 討 を施 し,諸 種 の角 度 か ら総 合 的 に考察 して制度 の本体 を明 らか に しよ うと した この論
文は,学 界 にそ の存 在を主 張 す る こ とが で き る もの と考 え られ る。提 出者 は,学 問的 良心 を もつ て
広 く内 外 の 文献 を渉猟 し,理 論 的,歴 史的,比 較 的 に か な り広 くかつ 深 く問題 を考 察 して 諭 り,殊
に,制 度 の実質 的,機 能 的考察 に重 きを置 いて,イ ギ リス及 びわ が国 の制 度 の 本質 は,内 閣政 治 制
的性 格 に あ りと して い るの は,賛 否 は別 と して,注 目に値 す る提言 で あ る。
論 文 の構 成及 び所 説 の 内容 に っ いて は,な 冷,批 判 の余 地 は あ る。研 究対 象 の事 実 的,機 能的 側
面 の 重視は,こ の論 文 の特 色 で あ るが,そ れ には,行 き過 ぎの嫌 い も見受 け られ る。議院 内 閣 制 の
概念 規定 に冷 い て,議 会 と政 府 との連 帯性,共 働性 を強 調 し,両 者 の信 任関 係,責 任 関係 を軽視 し
て い る ごと きはそ の例 で ある 。 このほ か,往 々に して,制 度 の事 実的,政 治 的性 格 と法 的 性格 との
区 別が明 らか にされ ていな い点 が見 出 され る 。議院 内閣制 と内閣 政 治制 と の関係,解 散 の考察 に澄
い て もこの嫌 いがあ る 。なお,論 述 にか な りの重 複 が あ り,ま た,第3部 に 冷け る内閣 制度 の概 略
の説 明 の ご と く,こ の 種 の論 文 に は無 要 とみ られ る もの にか な りの頁数 を割 い てい る の も遺 憾 で あ
る 。
しか し,こ の論文 は,全 体 と して 、内容充 実 して齢 り,し か も,研 究 の方法 及 び対象 の本質 の把
握 に お いて,従 来 の研 究 を補 い,こ れに新 た な反 省 資料 を提 供 してい る もので あ り,学 界 に 相 当 の
寄 与をな す もの と認 め られ る 。
以 上の審 査 の結果 に 照 らし,こ の論 文提 出 者は,法 学博 士(新 制)の 学位 を授 与され る 資格 ある
もの と認 定 する 。
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